
津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 森吉山麓観光振興シンポジューム／秋田大学北秋田分校「内陸線振興プロジェクト」

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
２
月
27

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
３
月
定
例
議
会

に
上
程
す
る
平
成
24
年
度
当
初
予
算
案
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
来
年
度
は
私
も
任
期
を

締
め
く
く
る
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

長
就
任
に
あ
た
り
掲
げ
た
、
行
財
政
改
革

の
推
進
と
財
政
の
健
全
化
、
地
域
医
療
と

福
祉
の
充
実
、
日
常
生
活
の
安
全
安
心
対

策
、
産
業
の
活
性
化
、
人
材
育
成
の
5
つ

の
基
本
政
策
を
検
証
し
な
が
ら
、
見
え
て

き
た
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
厳
し
い
財

政
の
中
に
も
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
た
予
算
を

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
な
ど
と
述

べ
な
が
ら
当
初
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る

事
業
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
豪
雪
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

の
協
力
を
得
な
が
ら
高
齢
者
宅
や
障
害
者

宅
の
間
口
調
査
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
職

員
に
よ
る
除
雪
隊
を
編
成
し
て
間
口
の
除

雪
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
対
応
を
説
明
し
、
人
的
被
害
で

は
屋
根
か
ら
の
転
落
や
転
倒
に
よ
り
け
が

を
さ
れ
た
方
が
9
人
、
農
業
施
設
で
は
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
が
69
棟
な
ど
と
現
在

の
被
害
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の
職
員

派
遣
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
も
震
災
の

み
な
ら
ず
、
豪
雨
被
害
に
対
し
て
も
被
災

地
の
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向

け
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
平
成
24
年
度
に
6
月
か
ら
11
月
ま

で
の
６
ヶ
月
間
、
岩
手
県
山
田
町
へ
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
者
か
ら
の
「
が
れ
き
処
理
」

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
「
市
の
持
っ
て
い

る
施
設
の
受
け
入
れ
能
力
や
放
射
性
物
質

の
安
全
対
策
に
対
す
る
調
査
を
指
示
し
て

い
る
。
受
け
入
れ
の
可
否
は
別
と
し
て
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
。
市
民
に
説
明
が
で

き
な
い
も
の
に
対
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

は
難
し
い
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

▲定例記者会見で新年度予算や豪雪対策など
について述べる津谷市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

平
成
24
年
度
予
算
案
な
ど
を
説
明

◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）

　
森
吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

が
２
月
26
日
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

四
季
美
館
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
市
民
約

１
０
０
人
が
森
吉
山
を
中
心
と
し
た
観
光

振
興
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
は
、
森
吉
山
通
年
観

光
対
策
協
議
会
の
主
催
で
、
空
洞
化
が
著

し
い
秋
田
内
陸
線
沿
線
の
中
心
に
あ
る
森

吉
山
、
奥
阿
仁
、
奥
森
吉
フ
ィ
ー
ル
ド
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
山
岳
観
光
の
再
構
築

と
清
流
・
里
山
・
農
業
観
光
の
可
能
性
を

探
り
な
が
ら
、
実
行
あ
る
地
域
振
興
策
を

市
民
目
線
で
検
証
し
提
案
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
吉
山
ネ
イ

チ
ャ
ー
協
会
の
宮
野
貞
壽
事
務
局
長
が
各

フ
ィ
ー
ル
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
「
森
吉
山

は
全
国
に
誇
れ
る
景
観
。
交
流
人
口
が
増

え
、
現
地
の
物
資
、
消
費
、
宿
泊
施
設
の

集
客
が
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
概
要
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
直
木
賞
作
家
の
西
木

正
明
さ
ん
が
「
生
活
文
化
こ
そ
が
最
大
の

観
光
資
源
」
と
題
し
講
演
。
世
界
各
国
を

旅
行
し
た
中
か
ら
参
考
に
な
れ
ば
と
い
く

つ
か
の
例
を
紹
介
し
「
北
秋
田
市
、
森
吉

山
周
辺
に
も
よ
そ
の
方
か
ら
見
た
ら
、

『
え
っ
』
と
思
う
こ
と
が
生
活
文
化
の
中

に
あ
る
は
ず
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
津
谷
市
長
、
長
谷
部
勝
北
秋
田
地

域
振
興
局
長
、
佐
藤
廣
道
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
㈱
取
締
役
、
村
上
昌
人
秋
田
魁
新
報

社
論
説
副
委
員
長
、
鹿
島
純
一
㈱
ト
ラ
ベ

ル
マ
ス
タ
ー
ズ
代
表
取
締
役
、
宮
野
事
務

局
長
、
村
山
友
宏
シ
オ
ス
㈱
編
集
部
編
集

長
、
酒
井
貴
史
㈱
ア
サ
ツ
ー
デ
イ
・
ケ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
８
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
、
森
吉
山
を
中
心
に
し
た
自
然

を
活
用
し
、
観
光
振
興
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
言
し

ま
し
た
。

▲８人のパネリストがそれぞれの立場から
観光振興策を提言 森

吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

全
国
に
誇
れ
る
観
光
資
源

　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
濱
田
純
分
校

長
と
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
の
篠
原
秀

一
教
授
が
３
月
８
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
と
酒
井
一
郎
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
㈱
代
表
取
締
役
社
長
に
、
秋
田
内
陸
線

沿
線
の
第
1
次
調
査
の
報
告
と
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
で
は
、
北
秋
田

地
域
の
活
性
化
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
優
れ
た
地
域
資
源
や
隠
れ
た
地
域
資

源
の
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
秋
田

大
学
生
に
よ
る
野
外
調
査
実
習
の
可
能
性

を
探
る
た
め
、
大
学
教
員
に
よ
る
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
沿
線
の

第
1
次
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
沿
線

に
は
観
光
資
源
等
に
な
る
文
化
・
歴
史
的

資
源
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ

の
概
要
を
提
言
と
し
て
市
長
等
に
報
告
し

た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
濱
田
分
校
長
が
、
調
査
で
の

地
域
の
方
々
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
受
け

て
、
内
陸
線
・
タ
ク
シ
ー
・
送
迎
バ
ス
等

を
総
合
し
た
観
光
巡
り
ダ
イ
ヤ
の
開
発
、

秋
田
北
鷹
高
校
生
徒
会
と
の
コ
ラ
ボ
、
無

人
駅
の
活
用
、
内
陸
線
絶
景
ポ
イ
ン
ト
の

紹
介
な
ど
の
可
能
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
篠
原
教
授
が
「
今
回
は
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
見
た
も
の
。
こ
れ
を
基
礎

に
学
生
を
連
れ
て
夏
以
降
に
本
格
的
な
実

地
調
査
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
な
が

ら
、
沿
線
全
体
や
内
陸
線
自
体
の
印
象
と

可
能
性
に
つ
い
て
は
「
十
分
に
魅
力
が
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
。
内
陸
線
の
魅
力
は

県
北
と
県
南
を
結
び
、
ど
ち
ら
の
生
活
文

化
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
歴
史
的
な

要
素
も
豊
富
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
報
告
と
提
言
を
受
け
、津
谷
市
長
は「
客

観
的
に
見
て
い
た
だ
く
と
我
々
が
気
が
つ

か
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
調
査
報
告

を
ま
と
め
る
だ
け
で
な
く
提
言
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
心
強
い
」
な
ど
と
今
後
の
調

査
に
期
待
し
ま
し
た
。

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
「
秋
田
内
陸
鉄
道
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

沿
線
は
観
光
資
源
の
宝
庫

２
月
16
日
（
木
）▽
平
成
23
年
度
伊
勢
堂
岱
遺
跡
調
査
検
討
委
員
会（
中
央
公
民
館
）

▽
東
北
電
力
株
式
会
社
森
吉
発
電
所
新
設
工
事「
竣
工
式
」（
四
季
美
館
）▽
特

別
職
報
酬
審
議
会
委
員
委
嘱
状
交
付
（
本
庁
舎
）

17
日
（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会（
森
吉
庁
舎
）▽
沢

口
地
区「
地
域
振
興
」に
か
か
わ
る
研
修
会（
沢
口
公
民
館
）

20
日
（
月
）▽
北
秋
田
市
都
市
計
画
審
議
会（
本
庁
舎
）
▽
七
日
市
自
治
会
長
会
市
長

と
語
る
会（
七
日
市
公
民
館
）

22
日
（
水
）▽
阿
仁
分
署
金
誠
治
消
防
士「
消
防
職
員
意
見
発
表
県
大
会
優
秀
賞
」受

賞
報
告（
本
庁
舎
）

23
日
（
木
）▽
北
秋
田
市
交
通
安
全
対
策
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

24
日
（
金
）▽
第
２
回
秋
田
県
林
業
団
体
統
合
協
議
会（
秋
田
市
）
▽
秋
田
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
授
賞
式（
秋
田
市
）

26
日
（
日
）▽
森
吉
山
通
年
観
光
対
策
協
議
会
森
吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー

ム（
四
季
美
館
）
秋
田
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
秋
田
市
）

27
日
（
月
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

29
日
（
水
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

３
月
1
日
（
木
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
第
１
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

２
日
（
金
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

３
日
（
土
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式（
文
化
会
館
）

４
日
（
日
）▽
大
館
・
北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会（
大
館
市
）

５
日
（
月
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

６
日
（
火
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

８
日
（
木
）▽
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
沿
線
第
１
次
調
査
報
告
及

び
提
言（
本
庁
舎
）
▽
伊
藤
敬
悦
氏
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

９
日
（
金
）▽
鷹
巣
絵
画
ク
ラ
ブ
成
田
知
枝
氏
絵
画
寄
贈（
本
庁
舎
）

10
日
（
土
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）▽
伊
藤
敬
悦
氏
秋
田
県
ス
ポ
ー

ツ
賞「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
」受
賞
祝
賀
会（
耕
ホ
ー
ル
）

11
日
（
日
）▽
平
成
23
年
度
自
殺
予
防
い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト（
文
化
会
館
）

15
日
（
木
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▲津谷市長と酒井社長（左）に報告する濱田
分校長（右から２人目）と篠原教授（右）
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